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マ
ン
も
多
く
、
急
な
予
約
で
も
す
ぐ
車
の
手

配
が
で
き
る
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
は
地
域

貢
献
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
皆
さ
ん
が
利
用
し
た
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

奨
学
金
返
済
支
援
補
助
金
以
外
に
必
要
と

思
う
支
援
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

全
員
　
市
内
の
中
小
企
業
に
限
定
し
た
就
活

藤
田
　
勤
務
先
の
ホ
テ
ル
は
、
浜
名
湖
の
す

ぐ
近
く
で
夕
日
が
沈
む
瞬
間
が
と
て
も
き
れ

い
で
す
。
フ
ロ
ン
ト
は
、
お
客
様
か
ら
「
こ

れ
が
良
か
っ
た
、
こ
れ
が
お
い
し
か
っ
た
」

と
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
な
の
で
、

大
変
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

岡
本
　
磐
田
店
で
の
車
の
レ
ン
タ
ル
は
、
一

般
の
お
客
様
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
企
業
や

福
田
・
竜
洋
の
工
業
団
地
に
行
く
ビ
ジ
ネ
ス

―
―
磐
田
市
に
戻
ら
れ
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

岡
本
　
社
会
人
に
な
る
と
慣
れ
な
い
環
境
で

精
神
的
・
肉
体
的
に
大
変
な
と
こ
ろ
も
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
実
家
に
戻
り
、
家
族
や
友

人
が
い
る
中
で
就
職
を
し
た
ほ
う
が
、
気
持

ち
に
余
裕
が
持
て
る
と
考
え
ま
し
た
。

金
子
　
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
が
小
学
生
の
頃
か
ら

好
き
な
の
で
、
地
元
に
戻
っ
て
、
よ
り
近
く

で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、

も
の
づ
く
り
が
盛
ん
な
地
域
の
中
で
、
仕
事

と
し
て
携
わ
っ
て
地
域
の
発
展
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

藤
田
　
帰
省
す
る
た
び
に
地
元
が
恋
し
く

な
り
、
地
元
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
就
職
し
た
ホ
テ
ル・観
光
業
は
、

地
元
を
い
ろ
い
ろ
な
方
に
発
信
で
き
る
場

が
あ
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

青
島
　
地
元
で
体
育
教
師
に
な
り
、
野
球
部

の
監
督
を
し
て
全
国
大
会
に
出
る
プ
ラ
ン

を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
挫
折
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る

よ
り
、
実
家
に
戻
っ
て
仕
事
を
す
れ
ば
、
生

活
に
余
裕
が
生
ま
れ
、
友
人
と
野
球
も
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
。

―
―
就
職
し
た
会
社
の
魅
力
は
何
で
す

か
。

青
島
　
高
速
道
路
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
、

障
害
物
を
拾
っ
た
り
、
事
故
対
応
な
ど
、
人

の
安
全
を
確
保
す
る
仕
事
な
の
で
、
と
て
も

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

金
子
　
自
分
が
か
か
わ
っ
た
製
品
が
市
場

に
出
て
、
お
客
さ
ん
が
乗
っ
て
い
る
の
を
見

る
と
、
や
り
が
い
や
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
に
聴
く

フ
ェ
ア
な
ど
を
頻
繁
に
行
え
ば
、
魅
力
的
な

企
業
を
知
る
機
会
も
ふ
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
く
と
就
職
に

強
い
の
で
、
そ
の
時
期
な
ど
も
広
報
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
知
ら
せ
て
ほ
し
い
で
す
。
市
内
の
企
業

で
、
営
業
や
工
業
系
な
ど
、
分
野
ご
と
に
ま

と
ま
っ
て
い
る
サ
イ
ト
が
あ
れ
ば
、
学
生
も

探
し
や
す
い
で
す
。

―
―
市
議
会
や
行
政
に
期
待
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

青
島
　
地
元
の
小
学
校
が
な
く
な
る
の
は
さ

み
し
い
の
で
、
少
子
化
対
策
を
が
ん
ば
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

藤
田
　
昨
年
の
ニ
ュ
ー
ス
で
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
４
カ
所
が
今
年
３
月
に
廃
止
さ
れ
、

今
後
２
カ
所
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
４
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
は
最
低
１
年
間
凍

結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
や

赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
子
育
て
世
帯
に
寄
り
添
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

岡
本
　
た
と
え
ば
、
進
学
す
る
た
め
に
塾
に

通
う
と
費
用
が
大
き
い
な
ど
、
子
育
て
に
お

金
が
か
か
る
の
で
、
子
育
て
す
る
環
境
に
も

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

金
子
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
卓
球
の

水
谷
・
伊
藤
両
選
手
が
出
場
し
ま
す
の
で
、

磐
田
に
か
か
わ
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
チ
ー
ム

に
つ
い
て
、
市
全
体
で
一
丸
と
な
っ
て
応
援

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

―
―
今
回
、
貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
お
話
か
ら
は
、「
磐
田
市
へ
の
愛
」「
両

親
へ
の
感
謝
」「
先
輩
へ
の
敬
意
」
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
気
付
か
な
か
っ
た
視
点
「
市
内

企
業
の
就
職
案
内
が
多
く
の
学
生
に
届
く
仕

組
み
」
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
今

後
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
し
や
す
い
環
境
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
私
た

ち
と
一
緒
に
、
磐
田
市
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

金子　研人さん

岡本　栞奈さん

藤田　あゆみさん

青島　佑馬さん

　
本
市
で
は
、
多
く
の
若
者
が
進
学
や
就
職
を
機
に
転
出
し
て
お
り
、
特
に
中
小
企
業
等
で
は
、
人
材
確
保
に

苦
慮
す
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
は
、
市
内
在
住
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
し
た
若
者
４
名
に
、
そ
の
き
っ
か
け
や
魅
力
な
ど
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。（
取
材
日:

令
和
２
年
１
月
27
日
）

（
聞
き
手:

市
議
会
建
設
産
業
委
員
会
　
芦
川
和
美
委
員
長
、
永
田
隆
幸
副
委
員
長
）

青
あおしま

島　佑
ゆうま

馬さん
中日本ハイウェイ・パトロール東京株式会社勤務

藤
ふじ た

田　あゆみさん
サゴーエンタプライズ株式会社勤務

岡
おかもと

本　栞
か ん な

奈さん
株式会社トヨタレンタリース浜松（磐田駅前店）勤務

金
かね こ

子　研
けんと

人さん
スズキ株式会社勤務
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令和2年
 2月

会期　２月20日～３月24日（34日間）定例会

2 月定例会の模様は、インター
ネットで録画配信しています。

賛成多数で

修正可決

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

議案
第6号

　
２
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、元
年
度
に
比
べ
、０・５
％
増
の
６
６
９
億
７
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校
や（
仮
称
）磐
田
市
文

化
会
館
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
る
ほ
か
、新
た
に
今
之
浦
市
有
地
等
の
公
園
整
備
、豊
田
支
所
等
の
改
修
に
よ
る
防
災
拠
点
施
設
の
整
備
な
ど

を
進
め
ま
す
。　

　
幼
児
教
育・保
育
の
無
償
化
の
影
響
や
障
が
い
児
等
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
増
な
ど
に
よ
り
扶
助
費
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
、会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
の
導
入
に
伴
い
人
件
費
が
増
額
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、４
年
連
続
で
最
大
の
予
算
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

（
２
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
修
正
案
　
賛
成
：
志
・
新
・
き
・
公
・
社
　
反
対
：
共
）

（
修
正
部
分
を
除
く
原
案
　
賛
成
：
志
・
新
・
き
・
公
・
社
　
反
対
：
共
）

令和２年度各会計予算を審議
　２月定例会では、一般会計をはじめとした令和２年度各会計予算について
審議したほか、一般議案 23件、人事議案１件を審議しました。なお、全て
の議案の審議結果は最終ページに掲載しています。

会派名の表記（人数）
※２年３月24日現在
「志」志政会（12）、
「新」新磐田（４）、
「き」きずなの会（４）、
「共」日本共産党磐田市議団（２）、
「公」公明党磐田（２）、
「社」社民・明るい暮らしの会（１）

２年度の主な事業

子育て支援・教育の充実

市民生活の安全・安心の
確保

地域づくりの推進と福祉
の充実

産業の育成と都市基盤の
整備

向陽学府一体校の基本構想・基本計
画、東部地区子育て支援センターの
建設、里親への支援制度の創設、病
児保育の開始など

豊田支所等の改修による防災拠点施
設の整備、被災者生活支援補助金の
創設、重度身体障害者・難病者防災
用具給付制度の拡充など

（仮称）竜洋西会館の建設、終活おう
えん窓口の開設、高齢者の補聴器購
入助成制度の創設、認知症高齢者等
の損害賠償責任保険制度の導入など

今之浦市有地・今之浦公園の一体的
な公園整備、磐田市情報館のリニュ
ーアル、特産品（海老芋）継承事業
の実施など

【
修
正
案
趣
旨
説
明
①
】

　
予
算
設
定
の
中
で
の
政
策
形
成
過
程

が
不
明
瞭
、
財
政
的
な
見
通
し
の
検
討

が
不
十
分
と
み
ら
れ
る
も
の
が
複
数
見

受
け
ら
れ
、
説
明
も
十
分
に
尽
く
さ
れ

た
と
は
思
え
な
い
。
特
に
修
正
が
必
要

と
考
え
る
、
み
ん
な
で
考
え
よ
う
食
と

学
校
給
食
「
食
あ
り
が
と
う
月
間
」
事

業
に
か
か
る
予
算
案
に
つ
い
て
修
正
案

を
提
出
す
る
。

　
提
案
理
由
と
し
て
、
政
策
形
成
過
程
、

市
民
要
望
、
ニ
ー
ズ
等
が
不
明
瞭
で

あ
り
、
か
つ
食
品
ロ
ス
、
食
育
の
重
要

性
の
再
認
識
、
子
育
て
に
対
す
る
経
済

的
支
援
等
、
事
業
の
目
的
が
複
数
存
在

し
、
主
た
る
目
的
が
確
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
事
業
の
制
度
自
体
が
い
ま
だ
未
成

熟
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
財
政
面

に
お
い
て
も
、
大
き
な
事
業
が
続
く
本

市
の
財
政
や
、
市
を
取
り
巻
く
経
済
情

勢
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
事
業
費
が
年
間

約
４
０
０
０
万
円
、
こ
れ
が
今
後
恒
常

的
に
か
か
り
続
け
る
こ
と
か
ら
、
将
来

的
に
大
き
な
負
担
に
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

き
ず
な
の
会 

小
栗
宏
之 

議
員

【
修
正
案
趣
旨
説
明
②
】

　
み
ん
な
で
考
え
よ
う
食
と
学
校
給
食

「
食
あ
り
が
と
う
月
間
」
事
業
の
修
正
の

理
由
に
つ
い
て
、
①
保
護
者
の
負
担
を

減
ら
す
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
感
謝
の

気
持
ち
に
明
確
に
つ
な
が
る
の
か
不
明

瞭
で
あ
る
。
②
食
育
の
推
進
は
学
校
内

で
十
分
に
啓
発
さ
れ
て
お
り
、
食
品
ロ

ス
の
観
点
か
ら
も
残
食
率
が
低
い
点
で

既
に
十
分
推
進
が
さ
れ
て
い
る
。
③
平

成
30
年
２
月
公
表
の
子
育
て
世
帯
の
生

活
に
関
す
る
実
態
調
査
報
告
書
で
は
、

小
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
希

望
す
る
支
援
は
、
進
学
に
か
か
る
費

用
の
負
担
軽
減
、
子
ど
も
を
預
か
る
施

設
整
備
等
が
上
位
で
あ
り
、
給
食
費
に

関
し
て
は
出
て
こ
な
い
。
こ
の
事
業
を

選
択
し
た
理
由
や
根
拠
も
不
明
瞭
で
あ

る
。
④
令
和
元
年
11
月
の
学
校
給
食
運

営
委
員
会
で
食
材
の
高
騰
か
ら
給
食
費

の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
中
、
給

食
の
全
体
像
や
質
や
量
、
金
額
な
ど
の

検
討
で
は
な
く
、
な
ぜ
無
償
化
が
検
討

さ
れ
た
の
か
過
程
も
不
明
確
で
あ
る
。

⑤
給
食
費
の
経
済
的
支
援
を
固
定
化
し

て
し
ま
う
も
の
で
あ
り
、
継
続
さ
れ
れ

ば
そ
れ
以
上
の
発
展
は
な
く
、
給
食
費

の
検
討
の
議
論
が
進
ま
な
い
こ
と
で
あ

る
。
⑥
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て

丁
寧
さ
が
欠
け
る
点
が
あ
る
。

志
政
会 

小
池
和
広 

議
員

新
磐
田 

芥
川
栄
人 

議
員

公
明
党
磐
田 

江
塚
　
学 

議
員

み
ん
な
で
考
え
よ
う
食
と
学
校
給
食

「
食
あ
り
が
と
う
月
間
」
事
業
の
概
要

　
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た
世
界
的

な
取
り
組
み
が
進
む
中
、
小
学
生
の

こ
ろ
か
ら
食
や
学
校
給
食
の
あ
り
が
た

さ
、
大
切
さ
、
食
育
の
重
要
性
等
を
児

童
・
保
護
者
・
家
庭
等
で
考
え
、
再
認

識
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
進
級
・
進
学
等
で
保
護
者

の
経
済
的
負
担
が
大
き
い
時
期
に
、
少

し
で
も
市
と
し
て
応
援
の
気
持
ち
を
届

け
る
た
め
、
４
月
を
『
み
ん
な
で
考
え

よ
う
食
と
学
校
給
食
「
食
あ
り
が
と
う

月
間
」』
と
位
置
づ
け
、
小
学
校
給
食
費

の
１
カ
月
無
償
化
に
取
り
組
む
事
業
。

【令和２年度一般会計予算額】

歳　出歳　入
669億7,000万円

※四捨五入による端数処理のため、各区分の数値を合計した場合、合計欄の数値と一致しない場合があります。

市税
41.3%

諸収入 4.2%
繰入金 5.8%

その他 3.0%

地方交付税
　　8.5%

10.9%

県支出金
5.9%

地方消費税交付金
6.3%

その他 2.4%

消防費
3.5%

議会費0.5%
その他0.1%農林水産業費

3.0%

商工費 2.3%
労働費 2.2%

国庫支出金
11.5%

市債
自主財源
54.4%

依存財源
45.6%

民生費

土木費

13.6%

民生費
32.0%

総務費
12.7%

公債費
8.5%

教育費

13.3%

衛生費
8.5%

一般会計予算（第1条第2項第1表歳入歳出予算）の修正案

【
修
正
案
を
可
決
】

　
３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
決
算
委
員

会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、『
み

ん
な
で
考
え
よ
う
食
と
学
校
給
食
「
食
あ
り

が
と
う
月
間
」』
事
業
に
係
る
事
業
費
を
組
み

替
え
る
修
正
案
が
２
つ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
つ
の
修
正
案
の
趣
旨
説
明
後
、
修
正
案

の
内
容
が
同
一で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

提
出
者
に
内
容
を
確
認
、
調
整
し
た
結
果
、

提
出
し
た
修
正
案
を
一
度
取
り
下
げ
る
こ
と

を
決
定
し
、
新
た
に
一
つ
に
ま
と
め
直
し
た

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
提
出
者
に
対
す
る
質
疑
、
討
論

を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。



■問
　
保
険
料
水
準
の
統
一
に
係
る
協
議
は

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答
　
現
在
、
県
に
お
い
て
統
一
の
時
期
や

方
法
な
ど
に
関
す
る
協
議
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
２
年
の
夏
ま
で
に
方
向
性
が
示
さ

れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

■問
　
滞
納
世
帯
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
文
書
催
告
に
よ
り
自
主
納
付
を
促

す
と
と
も
に
、
実
態
調
査
や
納
税
相
談
を

通
じ
て
、
滞
納
者
の
生
活
状
況
等
を
把
握

し
た
上
で
、
催
告
に
反
応
が
な
く
担
税
力

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
差
押
え
を
行

う
。
財
産
が
な
く
生
活
困
窮
と
判
断
し
た

場
合
は
、
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
を
し
て

い
る
。

■問
　
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
短
中
期
の
市

負
担
予
測
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

答
　
４
年
度
以
降
、
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
す
る
こ
と
で
被

保
険
者
数
の
一
層
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
一
般
会
計
で
支
出
し
て
い

る
広
域
連
合
へ
の
市
町
負
担
金
は
も
と
よ

り
、
被
保
険
者
の
半
数
以
上
が
保
険
料
の

軽
減
対
象
の
た
め
、
軽
減
保
険
料
に
対
す

る
一
般
会
計
か
ら
の
市
負
担
金
の
繰
入
金

も
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

■問
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
増
加
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
保
険
料
率
の
改
定
や
均
等
割
り
軽
減

特
例
の
見
直
し
、
被
保
険
者
数
の
増
加
な

ど
に
よ
り
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

全会一致で

可決

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

議案
第8号

賛成多数で

可決

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

議案
第9号

　
予
算
の
総
額
は
、元
年
度
よ
り
４・７
％
減
の
１
６
６
億
８
２
８
５
万
３
千
円
と
な
り
ま
し

た
。保
険
給
付
費
、国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
や
保
健
事
業
費
な
ど
、国
民
健
康
保
険
事

業
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、主
な
財
源
は
保
険
税
、県
か
ら
の
交
付
金
や
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

予
算
の
総
額
は
、元
年
度
よ
り
８・０
％
増
の
19
億
６
２
９
６
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。後
期

高
齢
者
医
療
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、広
域
連
合
納
付
金
等
の
必
要
な
経
費
を
計
上
し

た
も
の
で
、主
な
財
源
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

（
賛
成
：
志
・
新
・
き
・
公
・
社
　
反
対
：
共
）

今
後
も
一
般
会
計
繰
入
に
よ
る
保
険

税
引
き
上
げ
の
抑
制
を

　
国
保
加
入
者
は
所
得
な
し
の
世
帯
や

低
所
得
者
で
、
病
気
等
で
苦
し
む
世
帯

が
多
い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

等
で
軽
減
を
図
る
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。
事
業
費
納
付
金
の
支
出
を
補
う
た

め
、
保
険
税
率
を
検
討
す
る
と
の
こ
と

だ
が
今
後
も
一
般
会
計
繰
入
に
よ
り
保

険
税
引
き
上
げ
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め

る
。
今
回
の
予
算
は
、
一
般
会
計
繰
入

に
よ
り
引
き
上
げ
を
抑
え
る
等
総
合
的

に
判
断
し
、
意
見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員

　
　
　
世
代
間
等
の
負
担
の
公
平
を

　
団
塊
の
世
代
が
加
入
者
に
な
り
始
め

る
４
年
度
以
降
、
医
療
費
等
の
急
増
が

懸
念
さ
れ
る
。
加
入
者
に
一
定
の
負
担

が
な
い
と
制
度
は
成
り
立
た
な
い
。
保

険
料
率
改
定
の
要
因
は
、
１
人
当
た
り

の
医
療
費
上
昇
等
が
見
込
ま
れ
る
た
め

で
あ
る
。
世
代
間
や
世
代
内
の
負
担
の

公
平
を
図
り
、
能
力
に
応
じ
た
負
担
を

求
め
る
た
め
改
定
や
軽
減
特
例
の
見
直

し
は
や
む
を
得
な
い
。
健
康
寿
命
延
伸

の
た
め
、
生
活
習
慣
病
等
予
防
の
推
進

等
で
、
今
後
も
安
定
し
た
制
度
の
継
続

を
期
待
す
る
。

志
政
会 

小
池
和
広 

議
員

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
制

度
の
た
め
国
の
財
源
確
保
が
必
要

　
２
年
度
は
、
所
得
割
率
と
均
等
割
額

の
増
加
、
軽
減
税
率
の
減
少
等
に
よ
り

負
担
が
増
え
る
。
所
得
が
少
な
い
加
入

者
が
多
く
、
軽
減
特
例
措
置
が
廃
止
・

縮
小
さ
れ
、
保
険
料
滞
納
も
消
費
税
増

税
に
伴
い
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
高
齢

者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
制

度
に
す
る
に
は
、
国
に
よ
る
財
源
の
確

保
が
必
要
で
あ
り
、
広
域
連
合
へ
も
働

き
か
け
、
地
域
住
民
に
応
じ
た
制
度
に

な
る
よ
う
改
正
を
国
に
求
め
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員

会　計　名 令和２年度 令和元年度 増　　減
一　般　会　計 66９億７,000万0千円 666億３,000万0千円 3億４,000万0千円

会　計　名 令和２年度 令和元年度 増　　減
国民健康保険事業特別会計 166億8,285万3千円 175億1,140万9千円 △8億2,855万6千円
後期高齢者医療事業特別会計 19億6,296万7千円 18億1,836万6千円 1億4,460万1千円
介護保険事業特別会計 130億1,235万8千円 125億  　91万7千円 5億1,144万1千円
その他の特別会計※ 8,248万0千円 8,242万8千円 5万2千円

会　計　名 令和２年度 令和元年度 増　　減

水道事業会計
収益的 収入 30億1,986万6千円 30億2,186万9千円 △200万3千円

支出 27億4,326万0千円 27億4,176万0千円 150万0千円

資本的 収入 6億2,748万0千円 7億1,551万7千円 △8,803万7千円
支出 19億1,055万0千円 18億8,864万9千円 2,190万1千円

下水道事業会計
収益的 収入 68億　759万2千円 69億　621万2千円 △9,862万0千円

支出 62億　117万8千円 61億8,523万0千円 1,594万8千円

資本的 収入 19億7,605万8千円 18億8,795万2千円 8,810万6千円
支出 42億　　38万0千円 41億7,401万8千円 2,636万2千円

病院事業会計
収益的 収入 178億5,872万7千円 167億7,656万0千円 10億8,216万7千円

支出 184億3,375万3千円 172億1,933万8千円 12億1,441万5千円

資本的 収入 24億3,889万5千円 17億　290万5千円 7億3,599万0千円
支出 32億7,052万6千円 24億4,660万8千円 8億2,391万8千円

収益的収支 ･･･ 収益的収入は、水道事業の水道料収入、下水道事業の下水道使用料収入、病院事業の入院・外来の診療収入などをいいます。
　　　　　　   収益的支出は、職員給与や材料費、光熱水費などをいいます。
資本的収支 ･･･ 主に施設を整備・拡充するために必要な経費と財源をいいます。

※その他の特別会計には、駐車場事業、４財産区の各特別会計の合計額を記載しています。

令和２年度 各会計予算
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無
償
化
は
動
機
付
け
が
不
明
瞭
、

今
之
浦
整
備
は
市
民
感
覚
重
視
を

　
修
正
案
に
対
し
、
以
下
の
理
由
で

賛
成
す
る
。
現
在
も
食
育
に
関
し
て

教
育
委
員
会
で
十
分
な
指
導
体
制
や

対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
点
。
本
事
業

は
、
感
謝
は
誰
に
何
の
目
的
意
識
を

持
ち
感
謝
す
る
の
か
子
ど
も
た
ち
に

伝
わ
り
に
く
い
点
。
す
で
に
学
校
給

食
の
運
営
に
係
る
費
用
は
年
間
半
額

以
上
が
市
負
担
と
な
っ
て
い
る
点
。

学
校
給
食
運
営
委
員
会
や
子
ど
も
子

育
て
会
議
で
真
摯
な
議
論
ま
た
課
題
、

問
題
点
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
な

さ
れ
て
い
な
い
等
、政
策
立
案・策
定・

過
程
が
不
明
確
な
点
。
保
護
者
を
は

じ
め
市
民
へ
の
周
知
が
明
確
で
な
い

中
、
こ
の
施
策
を
試
み
た
動
機
付
け

が
不
明
瞭
な
点
で
あ
る
。

　
修
正
部
分
を
除
く
原
案
に
対
し
意

見
を
付
す
部
分
は
、「
市
民
生
活
に
密

着
し
た
、
温
も
り
あ
る
助
成
金
・
補

助
金
」
制
度
の
創
設
と
対
象
の
拡
充

に
つ
い
て
、
担
当
部
局
を
礎
に
支
援

の
在
り
方
や
事
業
内
容
の
検
討
、
横

断
的
連
携
を
図
り
、
必
要
不
可
欠
な

プ
ロ
セ
ス
と
計
画
的
な
議
論
を
推
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
今
之

浦
市
有
地
・
公
園
の
一
体
的
な
整
備

に
つ
い
て
は
、
市
民
感
覚
を
重
視
し
、

特
別
委
員
会
と
も
連
携
し
て
進
捗
を

図
ら
れ
た
い
。

志
政
会 

増
田
暢
之 

議
員

　
給
食
は
本
来
無
償
化
す
べ
き
、
幼
保

民
営
化
や
一
体
校
は
反
対

　
修
正
案
は
、
小
学
校
給
食
費
の
１
カ
月

無
償
化
を
実
施
し
な
い
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
賛
成
で
き
な
い
。
今
日
の
社
会
的
状

況
か
ら
考
え
れ
ば
、
子
育
て
支
援
、
経
済

的
支
援
の
た
め
に
給
食
費
の
一
部
無
償
化

は
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
学
校
給
食
の
普

及
充
実
と
食
育
の
推
進
は
学
校
給
食
法
に

定
め
ら
れ
、
給
食
は
教
育
の一つ
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
本
来
無
償

に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
原
案
に
つ
い
て
は
、
豊
田
第
３
保
育
園

と
岩
田
こ
ど
も
園
の
民
営
化
、
竜
洋
西
・

北
保
育
園
の
統
合
・
民
営
化
や
東
部
幼
稚

園
も
民
営
化
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

公
的
保
育
は
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
や
児

童
虐
待
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
機
能
し

て
い
る
。
職
員
力
を
生
か
し
て
多
様
な
保

育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず

で
あ
る
。
ま
た
、
向
陽
学
府
一
体
校
等
整

備
基
本
委
託
料
は
、
住
民
の
合
意
が
で
き

て
い
な
い
中
で
は
賛
成
で
き
な
い
。
小
規

模
校
と
し
て
の
活
用
や
防
災
機
能
な
ど
地

域
の
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度

や
75
歳
以
上
の
人
間
ド
ッ
グ
受
診
費
用
助

成
制
度
な
ど
の
諸
施
策
は
評
価
す
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

討
論
が
あ
り
ま
し
た

修
正
案
反
対
　
原
案
反
対

修
正
案
賛
成
　
修
正
案
を
除
く
原

案
に
意
見
を
付
し
て
賛
成



予 算 決 算 委 員 会 ■委 員 長：髙田正人　　■委員：議長を除く全議員
■副委員長：絹村和弘

■委 員 長：山田安邦　　■委員：江塚　学、草地博昭、加藤文重、寺田辰蔵
■副委員長：秋山勝則　　　　　　高梨俊弘、岡　　實総 務 委 員 会■委 員 長：鈴木喜文　　■委員：鈴木正人、鳥居節夫、絹村和弘

■副委員長：小池和広　　　　　　松野正比呂、髙田正人、根津康広民 生 教 育 委 員 会
市
議
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

■問
　
配
布
す
る
ビ
ラ
の
枚
数
制
限

を
４
０
０
０
枚
と
し
た
理
由
と
手

続
き
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
公
職
選
挙
法
に
基
づ
い
て
、

４
０
０
０
枚
と
し
て
い
る
。
手
続

き
の
流
れ
は
、
原
稿
を
選
挙
管

理
委
員
会
へ
提
出
し
、
内
容
確
認

後
に
、
証
書
が
発
行
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
証
書
を
貼
っ
て
配
布
す
る
形

に
な
る
。

情
報
館
条
例
の
一
部
改
正

■問
　
情
報
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

に
設
置
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

の
利
用
期
間
を
７
日
間
と
し
た
理

由
は
。

答
　
現
在
あ
る
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー

ジ
の
利
用
期
間
を
７
日
間
と
し
て

い
る
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
設

定
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
よ
っ

て
は
、
利
用
期
間
の
延
長
も
考
え

て
い
る
。

市
立
保
育
園
条
例
の
一
部
改
正

■問
　
子
ど
も
た
ち
へ
の
円
滑
な
引

き
継
ぎ
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
引
き
継
ぎ
法
人
が
決
定
し
た

後
、
引
き
継
ぐ
法
人
の
職
員
が
園

の
行
事
等
に
も
参
加
し
、
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
た

り
、
具
体
的
に
保
育
の
中
に
入
り
、

引
き
継
ぎ
を
継
続
し
て
行
い
、
い

き
な
り
先
生
が
変
わ
る
こ
と
を
避

け
る
対
応
を
し
て
い
る
。

ー
意
見
を
付
し
て
の
賛
成
討
論
ー

　
公
的
責
任
を
直
接
果
た
す
意

味
合
い
や
職
場
の
声
を
生
か
し

て
、
本
市
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る

点
で
、
民
営
化
推
進
に
は
賛
成
で

き
な
い
。
一
方
、
質
疑
で
保
育
内

容
を
引
き
継
ぎ
、
待
機
児
童
の
多

い
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
の
受
け
入
れ

の
充
実
、
看
護
師
の
雇
用
、
開
所

時
間
の
延
長
等
、
一
定
の
改
善
が

図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
保
護
者
や
地
域
へ
の
説

明
も
行
い
、
民
営
化
に
対
し
て
同

意
も
得
て
お
り
、
総
合
的
に
判
断

し
、
意
見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

２
年
度
一
般
会
計
予
算

【
歳
入
１
款
　
市
税
】

■問
　
法
人
市
民
税
の
今
後
の
見
通

し
は
。

答
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
円

高
や
株
価
下
落
な
ど
、
国
内
だ
け

で
な
く
海
外
の
状
況
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
内
企

業
の
決
算
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

終
息
時
期
に
よ
っ
て
、
状
況
が
変

わ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
、
は
っ

き
り
言
え
な
い
。

【
歳
入
18
款
　
寄
附
金
】

■問
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ

い
て
、
５
億
円
予
算
措
置
し
て
い

る
が
、
詳
細
は
。

答
　
半
分
の
２
億
５
千
万
円
は
返

礼
品
等
の
事
務
経
費
に
充
て
ら
れ
、

残
り
２
億
５
千
万
円
は
、
子
育
て

教
育
関
係
の
施
策
へ
２
億
円
、
津

波
対
策
関
係
の
施
策
へ
５
千
万
円

積
み
立
て
る
予
定
で
あ
る
。
寄
附

金
の
積
み
立
て
先
に
つ
い
て
は
、
市

の
重
点
施
策
か
ら
選
択
を
し
て
、

見
直
し
が
必
要
な
時
点
に
お
い
て
、

変
更
し
て
い
く
。

【
歳
入
22
款
　
市
債
】

■問
　
合
併
特
例
債
の
状
況
は
。

答
　
起
債
可
能
額
が
５
２
２
億
円

に
対
し
、
元
年
度
末
で
累
計
起
債

額
が
２
９
４
億
円
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
臨
時
財
政
対
策
債
の
借

入
総
額
の
見
込
み
は
約
４
４
０
億

円
で
あ
り
、
２
年
度
予
算
で
は
、

発
行
可
能
額
と
同
額
の
18
億
円
を

借
り
る
予
定
で
あ
る
。

【
歳
出
２
款
　
総
務
費
】

■問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
費

補
助
事
業
の
条
件
は
。

答
　
築
10
年
が
経
過
し
た
公
会
堂

が
補
助
対
象
で
あ
り
、
今
回
13
件

の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
予
算
の
範

囲
内
で
建
築
年
の
古
い
ほ
う
か
ら

６
件
を
計
上
し
た
。

【
歳
出
３
款
　
民
生
費
】

■問
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
よ
お
か

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
新
た
な
入
所
は
元
年
度
末
で

終
了
し
、
現
在
の
３
市
町
38
名
の

入
所
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
措
置

元
が
新
た
な
転
所
先
を
入
所
者
や

家
族
と
協
議
し
な
が
ら
、
４
月
以

降
に
転
所
を
進
め
て
い
く
。

■問
　
保
育
園
の
入
園
調
整
に
活
用

す
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
導
入

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
職
員
の
作
業
負
担
の
軽
減
や

正
確
性
、
平
等
性
が
図
ら
れ
、
事

務
の
安
定
化
に
つ
な
が
る
た
め
、

必
要
な
導
入
だ
と
考
え
る
。

【
歳
出
４
款
　
衛
生
費
】

■問
　
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
へ
の
助
成

制
度
の
詳
細
は
。

答
　
対
象
者
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
事

業
の
ド
ナ
ー
登
録
者
で
、
骨
髄

等
の
提
供
を
完
了
し
た
方
で
あ
る
。

助
成
金
額
は
、
１
日
に
つ
き
３
万

円
で
、
７
日
間
を
限
度
と
し
て
い

る
。
事
業
所
へ
支
給
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
本
市
は
個
人
の

み
で
あ
る
。
ま
た
、
提
供
者
個
人

で
加
入
し
て
い
る
生
命
保
険
等
か

ら
支
給
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
助
成

制
度
は
利
用
で
き
る
。

【
歳
出
６
款
　
農
林
水
産
業
費
】

■問
　
海
老
芋
承
継
事
業
の
内
容
は
。

答
　
市
内
に
居
住
で
就
農
時
の
年

齢
が
原
則
50
歳
未
満
の
や
る
気
の

あ
る
、
次
世
代
を
担
う
人
材
を
対

象
に
技
術
の
習
得
を
す
る
研
修
を

実
施
し
て
き
た
い
。
研
修
期
間
は
、

１
年
単
位
で
最
長
２
年
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
研
修
生
に
は
、
国
の

交
付
金
の
ほ
か
、
市
単
独
の
上
乗

せ
支
援
の
交
付
金
と
し
て
、
年
間

で
最
大
90
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

研
修
終
了
後
ス
ム
ー
ズ
に
就
農
で

き
る
よ
う
に
、
農
地
の
確
保
や
農

業
用
機
械
な
ど
関
連
す
る
承
継
支

援
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
歳
出
８
款
　
土
木
費
】

■問
　
今
之
浦
市
有
地
等
公
園
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
整
備
に
あ
た
り
、

公
園
と
し
て
の
利
用
の
ほ
か
に
別

の
活
用
方
法
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
や
災
害

時
の
一
時
避
難
場
所
に
も
な
る
と

考
え
て
い
る
。

■問
　
今
之
浦
市
有
地
及
び
公
園

の
市
内
・
市
外
含
め
た
利
用
予
測

人
数
は
。

答
　
都
市
公
園
実
態
調
査
の
推
計

に
よ
る
と
、
休
日
の
推
定
の
来
園

者
数
は
、
公
園
・
市
有
地
を
合
わ

せ
て
２
千
人
ほ
ど
と
な
る
。
ま
た
、

雪
ま
つ
り
の
と
き
は
、
実
績
に
基

づ
き
７
５
０
０
人
ほ
ど
の
利
用
と

予
測
し
て
い
る
。

■問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
に
よ
り
、
経
済
状
況
も
不

透
明
感
が
増
し
て
い
る
。
本
整
備

事
業
は
、
市
債
を
増
や
し
て
実
施

す
る
ほ
ど
、
市
民
に
と
っ
て
緊
急

性
が
あ
る
の
か
。

答
　
現
在
、
今
之
浦
市
有
地
の

活
用
の
度
合
い
が
中
途
半
端
で
あ

り
、早
急
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
相
乗
効
果
を
図
り
た
い
。
ま

た
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
点
か
ら
も

必
要
な
時
期
だ
と
判
断
し
て
い
る
。

【
歳
出
10
款
　
教
育
費
】

■問
　
外
国
人
児
童
生
徒
初
期
支

援
教
室
「
Ｎ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
」
の
取
り
組

み
は
。

答
　
入
国
す
る
時
期
に
よ
り
、
人

数
が
多
く
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

を
見
越
し
、
２
ク
ラ
ス
に
し
て
対

応
が
と
れ
る
よ
う
、
支
援
員
の
配

置
や
教
室
の
確
保
を
し
て
い
き
た

い
。■問　

み
ん
な
で
考
え
よ
う
食
と
学

校
給
食
「
食
あ
り
が
と
う
月
間
」

事
業
の
趣
旨
は
。

答
　
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
食

育
と
経
済
的
な
支
援
の
二
つ
の
柱

で
実
施
す
る
。
食
育
で
は
、
義
務

教
育
の
早
い
段
階
か
ら
継
続
的
に

食
の
大
切
さ
、
あ
り
が
た
さ
を
考

え
る
こ
と
で
、
規
則
正
し
い
食
習

慣
を
身
に
つ
け
る
な
ど
で
食
育
の

推
進
を
図
る
。
経
済
的
支
援
で
は
、

小
学
生
を
抱
え
る
保
護
者
の
経
済

的
な
負
担
に
対
し
て
給
食
費
を
公

費
負
担
と
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な

で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
応
援
し

て
い
る
気
持
ち
を
伝
え
、
家
庭
で

も
食
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

も
ら
う
。
貧
困
対
策
で
は
な
い
。

■問
　
こ
の
事
業
の
目
的
の
一
つ
で

あ
る
食
育
の
推
進
は
、
ど
の
よ
う

に
図
る
の
か
。

答
　
年
度
初
め
の
４
月
に
子
ど
も

た
ち
に
説
明
を
し
、
家
庭
宛
て
に
、

わ
か
り
や
す
い
事
業
の
説
明
資
料

を
配
布
す
る
。
３
月
末
に
は
食
に

感
謝
す
る
資
料
を
保
護
者
宛
て
に

作
成
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
保
護
者

に
説
明
を
し
た
い
。
ま
た
、
食
育

は
年
間
を
通
じ
て
今
ま
で
ど
お
り

推
進
し
た
い
が
、
毎
月
発
行
し
て

海老芋
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自
然
環
境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
事
業
と
の
調
和
に
関
す

る
条
例

■問
　
条
例
を
作
成
す
る
際
、
他
市

の
事
例
を
参
考
に
し
た
の
か
。
ま

た
、
本
市
独
自
の
考
え
方
が
こ
の

条
文
に
入
っ
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
、
建
設
済
み
の
も
の
に
も
、
こ

の
条
例
が
適
用
で
き
る
の
か
伺
う
。

答
　
県
内
で
は
、
伊
東
市
、
島
田

市
、
藤
枝
市
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

特
徴
と
し
て
は
、
地
元
自
治
会
と

の
協
定
を
必
ず
結
ぶ
と
し
た
点
で

あ
る
。
適
用
は
、
施
行
期
日
で
あ

る
令
和
２
年
６
月
１
日
以
降
に
着

工
す
る
も
の
に
限
定
し
て
い
る
。

■問
　
条
例
で
地
元
自
治
会
と
の
協

定
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
る
が
、
自
治
会
は
ど
の
よ
う

な
手
続
を
踏
む
必
要
が
あ
る
の
か

伺
う
。

答
　
地
元
自
治
会
と
の
協
定
の
締

結
に
あ
た
り
、
説
明
会
は
自
治
会

が
主
導
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
事

業
者
の
主
導
で
自
治
会
に
説
明
会

を
持
ち
か
け
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
。
ま
た
、
協
定
書
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
市
で
ひ
な
形
を
準
備
し
、

不
安
な
点
や
質
問
が
あ
れ
ば
、
相

談
窓
口
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

い
る
食
育
だ
よ
り
「
ミ
ニ
や
ご
」

で
啓
発
す
る
な
ど
、
食
事
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
早

寝
・
早
起
き
・
朝
御
飯
を
し
っ
か

り
食
べ
る
な
ど
、
食
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
。

■問
　
食
育
と
給
食
費
の
無
償
化
は

ど
う
つ
な
が
る
の
か
。

答
　
今
回
、
子
育
て
支
援
策
と
し

て
行
う
。
経
済
的
支
援
も
含
め
、

生
活
支
援
や
食
の
支
援
も
子
育
て

支
援
策
の
一
環
と
考
え
る
。
経
済

的
支
援
と
生
活
支
援
、
食
の
支
援

を
柱
に
し
て
行
う
こ
と
が
本
事
業

の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算

■問　
保
険
税
率
検
討
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

答
　
県
と
市
町
が
保
険
料
水
準
の

統
一
に
関
す
る
協
議
を
進
め
、
２

年
の
夏
ご
ろ
に
方
向
性
が
出
て
く

る
。
そ
の
後
、
国
民
健
康
保
険
事

業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
へ
諮

問
す
る
。
２
年
度
は
５
回
会
議
を

予
定
し
、
３
年
度
ま
で
時
間
を
か

け
て
答
申
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ

る
。

２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
予
算

■問
　
フ※
1
レ
イ
ル
対
策
の
取
り
組
み

は
。

答
　
今
ま
で
特
定
健
康
診
査
を

受
け
た
方
々
に
特
定
保
健
指
導
等

で
74
歳
ま
で
支
援
を
し
て
い
た
が
、

介
護
予
防
の
一
環
と
し
て
、
75
歳

以
上
に
な
っ
て
も
、
保
健
指
導
を

継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
方
向
性

で
、
国
が
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
。
本
市
で
も
新
規
事
業
と
し
て
、

健
診
を
受
け
ら
れ
た
方
の
個
別
支

援
と
し
て
ハ※
2
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー

チ
と
、
地
域
の
中
で
閉
じ
こ
も
り

な
ど
に
よ
り
虚
弱
に
な
っ
て
い
く

方
々
に
対
し
、
地
域
資
源
を
利
用

し
て
閉
じ
こ
も
り
に
な
ら
な
い
よ

う
ポ※
3

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
を
組
み
合
わ
せ
た
事
業
を
計
画
、

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

２
年
度
下
水
道
事
業
会
計
予
算

■問
　
排
水
区
域
面
積
に
つ
い
て
、

今
後
の
計
画
と
最
終
処
理
面
積
の

目
標
は
。

答
　
毎
年
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
40

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
進
め
、
８

年
度
ま
で
に
最
終
的
に
汚
水
処
理

人
口
普
及
率
95
％
以
上
を
目
標
と

し
て
い
る
。

２
年
度
病
院
事
業
会
計
予
算

■問
　
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
取

り
組
み
は
。

答
　
今
後
、
国
や
県
か
ら
医
師
の

働
く
時
間
の
上
限
が
制
限
さ
れ
て

く
る
。
現
在
、
時
間
外
勤
務
に
対

し
て
一
律
に
手
当
を
支
給
す
る
の

で
は
な
く
、
時
間
外
手
当
を
支
給

し
て
い
る
。
そ
の
デ
ー
タ
を
収
集

し
て
実
態
把
握
に
取
り
組
ん
で
い

く
。※

１ 

フ
レ
イ
ル

　
健
常
な
状
態
と
要
介
護
状

態
の
間
に
位
置
し
、加
齢
と
と

も
に
運
動
機
能
や
認
知
機
能

等
が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
で

す
。

※
２ 

ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ

　
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す

リ
ス
ク
の
う
ち
、よ
り
高
い
リ

ス
ク
を
も
っ
て
い
る
個
人
に
対

し
て
、そ
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る

よ
う
働
き
か
け
、病
気
を
予
防

す
る
支
援
の
こ
と
で
す
。

※
３ 

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ

　
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す

リ
ス
ク
の
う
ち
、ま
だ
高
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
な
い
集
団
に
対

し
て
環
境
整
備
や
講
習
な
ど
で

働
き
か
け
、集
団
全
体
の
リ
ス

ク
を
軽
減
し
た
り
病
気
を
予

防
す
る
支
援
の
こ
と
で
す
。

用
語
解
説

一般質問は内容を要約して掲載しています。
詳しくは、インターネットの録画映像でご覧いただけます。

個々の議員が、市政全般にわたり、市長をはじめとする執行
機関に対して行う質問を一般質問といいます。
2月定例会では 12人の議員が一般質問を行いました。
発言した順番で主な内容をお知らせします。

一般質問とは ?

一 般 質 問

11 10

し
て
い
る
。
ま
た
虐
待
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
市
内
全
園
、
全
小
中

学
校
の
保
護
者
に
対
し
て
市
独
自

の
啓
発
チ
ラ
シ
を
11
月
に
配
布
し
、

虐
待
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
学
校

や
園
は
必
ず
専
門
機
関
に
相
談
・

通
報
す
る
よ
う
理
解
を
求
め
た
。

地
域
の
諸
課
題

■問

　地域
づ
く
り
協
議
会
の
現
状

と
今
後
を
伺
う
。

答
　
団
体
の
総
会
等
の
協
議
会
へ

の
集
約
や
、
一
括
交
付
金
に
よ
る

負
担
軽
減
等
や
お
金
の
見
え
る
化

が
図
ら
れ
た
。
地
区
自
治
会
と

の
役
割
が
わ
か
り
に
く
い
と
の
声

も
あ
る
た
め
、
見
直
す
必
要
性
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
自
治
会

連
合
会
三
役
で
今
後
の
組
織
の
あ

り
方
の
議
論
を
重
ね
て
い
る
。
２

年
度
に
は
理
事
会
で
も
協
議
を
し
、

方
向
性
を
決
め
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
農
業

■問

　茶の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
現
状
と

課
題
を
伺
う
。

答
　
ま
ず
は
茶
産
地
で
あ
る
と
市

内
外
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
で
、
お
茶
の
魅
力
発
信
や
販
路

拡
大
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
の
施
策

■問

　こど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ

ー
の
現
状
と
成
果
を
伺
う
。

答
　
こ
ど
も
相
談
、
女
性
相
談
、

若
者
相
談
で
は
電
話
や
来
庁
で
の

相
談
対
応
を
行
っ
た
。
若
者
相
談

で
は
１
月
末
ま
で
に
61
件
の
相
談

を
受
け
た
。
一
つ
の
家
庭
で
複
合

的
な
事
象
や
要
因
が
あ
る
場
合

も
多
く
、
三
つ
の
相
談
を
一
括
し
、

相
談
員
が
連
携
し
、
関
係
機
関
も

巻
き
込
ん
だ
支
援
が
で
き
て
い
る
。

■問

　児童
虐
待
の
対
策
の
現
状
を

伺
う
。

答
　
専
門
員
と
し
て
教
員
や
保
健

師
等
の
有
資
格
者
を
配
置
し
体

制
を
強
化
し
た
こ
と
で
、
小
中
学

校
や
子
ど
も
を
見
守
る
現
場
か
ら

心
配
な
案
件
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

１
月
末
時
点
で
１
８
８
の
家
庭
に

対
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応

ｉプラザにある、
こども・若者相談センター

磐田市の施策について／防災・減災について／
地域の諸課題／これからの農業

志政会 議員小 柳 貴 臣

一 括
質 問
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教
育
の
諸
課
題

■問

　なが
ふ
じ
学
府
一
体
校
の
運

営
方
法
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校
は
義

務
教
育
学
校
で
は
な
く
、
小
中
学

校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し

た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い

く
。
豊
田
東
小
と
の
連
携
も
大
切

で
あ
り
学
府
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
十
分
検
討
し
て
い
く
。

■問

　なが
ふ
じ
図
書
館
の
司
書
な

ど
の
職
員
配
置
や
役
割
、
図
書
館

の
開
業
日
や
運
営
時
間
は
。

答
　
司
書
を
２
名
配
置
し
、
貸
出

し
や
図
書
整
理
な
ど
運
営
全
般
を

行
っ
て
い
く
。
学
校
に
合
わ
せ
て

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

30
分
の
開
館
を
予
定
し
て
い
る
。

■問

　市内
学
校
図
書
館
の
エ
ア
コ

ン
設
置
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

答
　小
学
校
14
校
、
中
学
校
６
校

で
あ
り
、
令
和
４
年
度
ま
で
に
全

校
へ
の
設
置
が
完
了
す
る
よ
う
計

画
的
に
整
備
し
て
い
る
。

文
化
行
政

■問

　国分
寺
跡
史
跡
整
備
計
画
の

内
容
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
金
堂
な
ど
主
要
な
建
物
の
基

壇
整
備
や
あ
ず
ま
や
設
置
な
ど
を

農
業
政
策

■問

　本市
の
農
業
を
、
産
業
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
本
市
は
あ
ら
ゆ
る
作
物
に
適

し
た
地
域
で
、
物
流
の
面
で
も
恵

ま
れ
、
露
地
栽
培
等
多
様
な
農
業

が
可
能
な
地
域
で
あ
り
、
製
造
業

に
続
く
基
幹
産
業
に
し
た
い
。

■問

　担い
手
育
成
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

答
　
高
齢
化
が
進
み
栽
培
農
家
が

減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
今
年
度

県
や
農
協
等
の
関
係
者
で
課
題
を

共
有
す
る
、
遠
州
中
央
農
業
振
興

連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
意
見

交
換
を
重
ね
て
い
る
。
２
年
度
か

ら
海
老
芋
栽
培
の
承
継
事
業
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
も
で
き
る
範

囲
内
で
の
支
援
を
行
う
。

■問

　茶業
経
営
継
続
の
た
め
の
本

市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
お
茶
の
魅
力
発
信
や
、
い
わ

た
茶
缶
の
販
路
拡
大
等
、
本
市
が

産
地
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
遠
州
中
央
農
業
振
興
連
絡
協

議
会
で
茶
工
場
を
訪
問
し
、
今
後

の
農
業
経
営
等
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
る
。
相
談
が
あ
れ
ば
、
で
き

る
範
囲
内
で
の
支
援
を
行
う
。
　

答
　
元
請
業
者
か
ら
市
内
業
者
へ

の
発
注
状
況
は
、（
仮
称
）
磐
田

市
文
化
会
館
５
者
、
な
が
ふ
じ
学

府
一
体
校
10
者
で
あ
る
。
全
工
事

で
入
札
公
告
時
、
下
請
負
に
市
内

業
者
の
活
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

■問

　新型
肺
炎
の
磐
田
市
立
総
合

病
院
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
疑
い
の
あ
る
患
者
は
感
染
症

病
床
で
入
院
加
療
と
な
る
。
職
員

は
防
護
服
、
マ
ス
ク
、
手
袋
等
の

感
染
対
策
を
し
て
診
療
に
当
た
る
。

■問

　民生
委
員
・
児
童
委
員
の
年

齢
要
件
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
県
の
方
針
に
準
じ
て
75
歳
未

満
と
し
て
い
る
が
、
次
期
改
選
に

向
け
て
民
生
委
員
推
薦
会
や
自
治

会
連
合
会
と
も
協
議
し
決
定
し
て

い
き
た
い
。

子
育
て
と
教
育

■問

　幼児
教
育
無
償
化
後
の
保
育

ニ
ー
ズ
増
の
状
況
と
保
護
者
負
担

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
社
会
的
要
因
に
無
償
化
の
影

響
も
相
ま
っ
て
、
保
育
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
は
続
く
と
見
込
ん
で
い
る
。

保
護
者
負
担
額
は
減
少
し
て
お
り
、

無
償
化
後
に
負
担
が
増
加
す
る
逆

転
現
象
は
発
生
し
て
い
な
い
。

部
長
、
副
市
長
及
び
市
長
の
査
定

後
、
予
算
と
し
て
調
整
し
て
い
る
。

職
員
定
数
の
管
理
は
、
予
算
編
成

方
針
の
中
に
基
準
は
な
く
、
別
の

段
階
で
し
て
い
る
。
予
算
編
成
の

過
程
を
公
開
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

■問

　一件
査
定
か
枠
予
算
査
定
か
、

ま
た
実
施
し
て
い
る
理
由
は
。

答
　一
件
査
定
で
あ
り
、
統
一
性

と
横
の
連
携
等
を
図
っ
て
予
算
編

成
が
で
き
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

市
民
の
関
心
な
ら
び
に
課
題

■問

　豊田
北
部
小
学
校
の
跡
地
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
体
育
館
は
新
し
い
こ
と
か
ら

駐
車
場
等
を
確
保
し
、
地
域
へ
開

放
し
、
そ
の
他
は
定
住
人
口
の
増

加
に
つ
な
が
る
活
用
を
考
え
て
い

る
。
た
た
き
台
が
で
き
た
段
階
で

地
元
に
諮
っ
て
い
き
た
い
。

計
画
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
か

ら
本
格
的
な
工
事
を
開
始
し
７
年

度
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

■問

　豊田
支
所
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
長

藤
の
代
替
施
設
は
あ
る
の
か
。
ま

た
新
た
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
整
備
計
画

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
　代
替
施
設
は
中
央
図
書
館
の

ほ
か
他
の
公
共
施
設
を
利
用
す
る

よ
う
文
化
協
会
と
協
議
調
整
を
し

て
い
る
。
新
た
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

市
民
文
化
会
館
跡
地
の
施
設
に
入

れ
込
ん
で
い
き
た
い
構
想
が
あ
る
。

環
境
問
題

■問

　灰溶
融
炉
を
使
用
し
な
い
こ

と
の
検
討
経
緯
と
結
果
、
課
題
は
。

答
　
令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ
て

稼
働
を
休
止
す
る
方
針
と
し
た
。

休
止
に
よ
る
交
付
金
へ
の
影
響
が

課
題
と
考
え
て
お
り
、
県
を
通
じ

て
現
在
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

教
育

■問

　向陽
学
府
一
体
校
の
検
討
会

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　基
本
構
想
、
基
本
計
画
策
定

に
当
た
り
、
地
域
や
学
識
経
験
者

等
の
声
や
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
２
年
度
か
ら
３
年
度
に
か
け

10
回
程
度
開
催
し
、
委
員
に
は
就

学
前
児
童
の
保
護
者
を
含
め
地
域

の
代
表
等
、
幅
広
い
世
代
の
方
に

協
力
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

■問

　スク
ー
ル
バ
ス
運
行
検
討
委

員
会
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　元
年
度
２
回
開
催
し
、
小
中

学
校
の
通
学
距
離
と
基
準
、
利
用

者
の
範
囲
の
指
定
方
法
等
を
話
し

合
っ
た
。
運
行
の
決
定
は
２
年
度

１
学
期
を
目
途
に
検
討
会
の
議
論

を
ま
と
め
、
教
育
委
員
会
に
諮
る

予
定
で
あ
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り
組
み

■問

　市役
所
の
本
庁
舎
、
西
庁
舎

及
び
支
所
や
学
校
施
設
の
現
況
と

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
本
庁
舎
１
階
の
よ
う
な
段
差

の
解
消
が
で
き
て
い
な
い
箇
所
は
、

長
寿
命
化
工
事
を
進
め
る
中
で
検

討
し
て
い
く
。
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
が
通
常
学
級
に
入
る
際
は
ス

ロ
ー
プ
等
の
設
置
を
し
て
い
る
。

■問

　浜
松
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
と
市
長
会
提
案
の
県
内
同

一
制
度
の
見
通
し
を
伺
う
。

答
　
現
時
点
で
は
１
人
の
多
様
性

を
認
め
合
う
優
し
い
ま
ち
の
実
現

に
は
、
県
内
同
一
制
度
の
取
り
組

み
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

市
と
市
民
の
相
互
協
力

■問

　大き
な
公
共
事
業
に
お
け
る

市
内
の
中
小
、
小
規
模
事
業
者
の

活
躍
に
つ
い
て
伺
う
。

人
材
育
成

■問

　ボラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
現
時
点
で
は
で
き
て
い
な
い

が
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
っ
ぽ

が
連
携
を
と
り
、
地
域
活
動
等
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
や
団

体
を
登
録
す
る
制
度
が
あ
る
。

予
算
編
成
の
方
法

■問

　新規
・
廃
止
・
削
減
事
業
の

選
択
の
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
、
必
要
な
事
業
に
配
分
す
る

た
め
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
要
求
に
対
し

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
い
、
喫
緊
の

課
題
等
を
優
先
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
所
期
の
目
的
を
果
た
し
た

と
判
断
さ
れ
る
事
業
は
廃
止
、
縮

小
を
含
め
検
討
し
て
い
る
。

■問

　予
算
編
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
、
予
算
編
成
方
針
等
の
中
で
職

員
定
数
は
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
編
成
過
程
を
公
開
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
。

答
　予
算
編
成
方
針
及
び
要
領
に

基
づ
き
各
課
が
所
管
部
長
と
協
議

調
整
し
予
算
要
求
を
行
い
、
財
政

課
が
要
求
内
容
を
検
証
し
、
企
画

本庁舎から望む遠江国分寺跡

本庁舎１階の段差が解消され
ていない一例（国保年金課前）

地元産一番茶を100％使用した
「いわた茶缶」

豊田北部小学校
（令和２年３月27日現在）

教育の諸課題／文化行政について／
環境問題について

日本共産党磐田市議団 議員高 梨 俊 弘

一 問
一 答

バリアフリーの取り組みについて／
市と市民の相互協力について／子育てと教育について

公明党磐田 議員鈴 木 喜 文

一 問
一 答

農業政策について／教育について

志政会 議員永 田 隆 幸

一 括
質 問

人材育成について（市民の誰もが活躍できる社会を創ろう）／
予算編成の方法について／市民の関心ならびに課題について

新磐田 議員芥 川 栄 人

一 問
一 答
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防
災
対
策

■問

　市単
独
整
備
区
域
の
防
潮
堤

に
植
樹
し
た
樹
木
の
生
育
の
現
状

と
今
後
の
整
備
方
針
は
。

答
　
大
型
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ

り
枯
れ
た
箇
所
は
、
補
植
を
実
施

し
、
今
後
も
定
期
的
な
確
認
と
整

備
を
行
う
。

■問

　海岸
保
全
工
区
の
防
潮
堤
整

備
の
着
工
時
期
・
工
期
、
県
と
の

連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
着
工
時
期
な
ど
は
、
県
の
技

術
的
支
援
を
受
け
行
っ
て
い
る
基

本
設
計
や
今
後
の
詳
細
設
計
で
明

ら
か
に
な
る
。
沿
岸
部
の
地
区
に

は
、
要
望
が
あ
れ
ば
状
況
な
ど
を

会
合
等
で
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

■問

　外国
人
へ
の
防
災
情
報
の
伝

達
方
法
、
多
言
語
化
等
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
防
災
訓
練
の
周
知
は
チ
ラ
シ

福
祉
・
安
全

■問

　暗所
視
支
援
眼
鏡
を
日
常
生

活
用
具
給
付
事
業
に
追
加
す
る
取

り
組
み
は
。

答
　
現
時
点
で
導
入
の
考
え
は
な

い
が
、
先
進
事
例
等
の
情
報
収
集

に
努
め
る
。
検
討
結
果
は
議
会
へ

報
告
す
る
形
に
な
る
と
思
う
。

■問

　多剤
服
用
（
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
）
対
策
の
取
り
組
み
は
。

答
　
磐
田
薬
剤
師
会
と
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
連
携
を
図
り
、
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
つ
い
て
研
修
会
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
磐
田
薬

剤
師
会
で
は
、
お
く
す
り
手
帳
を

活
用
し
、
本
人
や
関
係
機
関
に
必

要
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
多
剤

服
用
し
て
い
る
方
に
広
く
啓
発
す

る
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

  ■問

　キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
や
キ
ッ
ズ

ガ
ー
ド
の
取
り
組
み
は
。

答
　
本
市
で
は
設
定
し
て
い
な
い

が
、
園
外
保
育
な
ど
で
日
常
的
に

利
用
す
る
箇
所
に
つ
い
て
関
係
機

福祉・安全について／災害対策について／
行政施策について

公明党磐田 議員江 塚　 学

一 括
質 問

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

■問

　検
査
体
制
、
感
染
者
を
受

け
入
れ
る
医
療
機
関
の
体
制
整
備
、

相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
関
係
機
関
が
国
の
定
め
る
体

制
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
る
。
相

談
窓
口
は
県
西
部
保
健
所
内
に
設

置
し
た
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ

ン
タ
ー
の
ほ
か
、
国
や
県
が
設
置

し
た
電
話
相
談
窓
口
が
あ
る
。

■問

　市内
産
業
、
地
域
経
済
へ
の

影
響
や
支
援
策
は
。

答
　
現
在
宿
泊
業
を
除
き
製
造
業

等
に
大
き
な
影
響
は
な
い
が
今
後

影
響
が
出
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

る
と
伺
っ
て
い
る
。
支
援
策
は
県

の
制
度
融
資
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
枠
が
設
置
さ
れ
、

本
市
の
利
子
補
給
制
度
に
つ
い
て

も
対
応
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

こ
と
な
く
、
活
用
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

中
遠
広
域
事
務
組
合
で
最
終
処
分

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
証
を
進

め
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

よ
り
よ
い
方
法
を
選
択
し
た
い
。

 

有
害
鳥
獣

■問

　中心
市
街
地
の
カ
ラ
ス
の
糞

に
よ
る
各
種
被
害
状
況
と
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
元
年
10
月
ご
ろ
か
ら
カ
ラ
ス

の
集
団
化
が
市
街
地
で
確
認
さ
れ

て
お
り
、
糞
に
関
す
る
苦
情
が
10

件
程
度
寄
せ
ら
れ
た
。
苦
情
に
対

し
て
は
、
現
地
を
確
認
し
、
家
庭

で
で
き
る
対
策
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
ほ
か
、
中
部
電
力
に
電
線
へ
の

飛
来
防
止
工
事
の
実
施
を
お
願
い

し
た
。
ま
た
、
糞
に
よ
り
歩
道
が

著
し
く
汚
れ
た
場
合
に
は
、
職
員

が
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。

等
で
参
加
を
促
し
て
い
る
が
、
実

施
自
体
を
知
ら
な
い
方
も
い
る
た

め
、
情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
版
い
わ
た
ホ
ッ
と
ラ
イ

ン
で
の
配
信
を
継
続
し
、
さ
ら
に

細
か
な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

■問

　日本
人
向
け
災
害
時
多
言
語

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　ま
ず
は
、
外
国
人
支
援
の
方

法
を
記
載
し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
や
、
避
難
所
に
配
備
し
た

多
言
語
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
訓
練

が
行
わ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

■問

　交通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　居
住
誘
導
区
域
内
は
駅
を
中

心
と
し
た
バ
ス
路
線
、
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
網
羅
し
て
い

る
た
め
新
た
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
想
定
し
て
い
な
い
し
、
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

■問

　磐田
駅
周
辺
中
心
市
街
地
の

活
性
化
策
を
伺
う
。

答
　中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
簡

単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
活
動
の
支

援
を
し
て
い
く
。

関
と
連
携
し
て
点
検
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
昨
年
11
月
補
正
予
算

を
確
保
し
未
就
学
児
移
動
経
路
等

へ
必
要
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
い

る
。

災
害
対
策

■問

　避難
所
運
営
キ
ッ
ト
を
配
備

す
る
考
え
は
。

答
　
避
難
所
の
防
災
倉
庫
内
に
必

要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
コ
ン
テ
ナ

ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
保
管
し
て
い

る
。
し
か
し
、
災
害
時
に
は
市
職

員
が
避
難
所
を
開
設
す
る
業
務
を

担
う
こ
と
か
ら
現
時
点
で
地
域
へ

説
明
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
地
域

住
民
に
よ
る
避
難
所
運
営
を
始
め

た
た
め
、
今
後
、
地
域
住
民
に
よ

る
避
難
所
運
営
の
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
中
で
検
討
し
て
い
く
。

行
政
施
策

■問

　公用
車
に
電
気
自
動
車
を
導

入
し
て
い
く
考
え
は
。

答
　
現
時
点
で
導
入
は
考
え
て
い

な
い
が
、
今
後
、
災
害
時
に
お
け

る
活
用
や
環
境
面
へ
の
配
慮
な
ど

考
慮
す
る
中
で
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
、
研
究
を
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■問

　セン
タ
ー
利
用
者
と
の
懇
談

を
開
催
し
た
が
声
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
た
か
。
ま
た
今
後
に
生

か
す
べ
き
改
善
点
は
あ
っ
た
か
。

答
　
子
育
て
中
の
親
子
に
と
っ
て

安
心
で
き
る
居
場
所
と
し
て
定
着

し
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。
今
後

伺
っ
た
意
見
を
参
考
に
方
向
性
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■問

　見付
地
区
の
選
定
状
況
と
北

部
地
区
は
独
立
し
た
支
援
セ
ン
タ

ー
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後

の
設
置
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　見
付
地
区
は
候
補
地
の
選
定

中
で
あ
る
。
北
部
地
区
は
移
動
型

の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■問

　配置
を
中
学
校
区
単
位
と

し
て
き
た
理
由
と
地
域
バ
ラ
ン
ス
、

機
能
性
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
　
国
が
中
学
校
区
に
一
つ
の
設

置
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
整
備
を
進
め
る
考
え
で
あ
っ

た
。
現
在
の
利
用
状
況
は
、
利
用

者
が
子
ど
も
の
興
味
や
成
長
に
合

わ
せ
複
数
の
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
お
り
、
現
状
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
き
た
い
。

海
岸
防
潮
堤

■問

　工事
の
工
法
が
、
浜
松
市
・

袋
井
市
・
掛
川
市
な
ど
近
隣
市
と

異
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
伺
う
。

答
　本
市
の
防
潮
堤
整
備
は
25
年

度
に
県
と
関
係
市
で
組
織
す
る
静

岡
モ
デ
ル
推
進
検
討
会
で
決
定
し

た
も
の
で
あ
る
。
盛
り
土
工
法
は

共
通
し
て
い
る
が
、
各
市
に
よ
っ

て
海
岸
の
地
形
等
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
整
備
工
法
や
形
状
が
異

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■問

　災害
に
対
処
す
る
事
業
で
あ

り
、
最
優
先
さ
れ
る
事
業
と
考
え

る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
　海
岸
防
潮
堤
の
整
備
は
沿
岸

部
の
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
必
要
な
事
業
と
考
え
て
お
り
、

重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。
今
後
も
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
運

行
量
の
住
環
境
へ
の
影
響
を
配
慮

す
る
中
で
、
一
日
で
も
早
い
完
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分

■問

　廃棄
物
の
県
外
搬
出
に
つ
い

て
、
市
長
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
　よ
り
効
率
的
で
安
定
的
な
処

理
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
ら
ば
、

処
理
施
設
の
場
所
に
と
ら
わ
れ
る

防災対策について／まちづくりについて

きずなの会 議員小 栗 宏 之

一 括
質 問

子育て支援の充実策について／空き家対策、市営住宅について／
危機管理、環境問題について

日本共産党磐田市議団 議員根 津 康 広

一 問
一 答

海岸防潮堤について／一般廃棄物の最終処分について／条例整備の今後の予定について／
有害鳥獣に対する磐田市の対応について／飼い主不明の犬猫について

きずなの会 議員鈴 木 正 人

一 問
一 答

植樹した防潮堤の現況
（令和２年３月26日現在）

東部地区の子育て支援センター建設予定地
（旧新貝土地区画整理組合事務所）



議会フェイスブックで
情報をお届けします

スマートフォン等からも
議会を視聴できます
　パソコンのほか、スマートフォ
ンやタブレット端末からも、本
会議、予算決算委員会の模様を
視聴することができます。生中
継・録画中継を配信しておりま
すのでぜひご覧ください。

議会の傍聴について
　本会議・委員会は当日の受付で傍聴できます。本庁舎5階の議会事務局までおこしください。
　なお、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、傍聴の際は次の事項にご協力をお願いします。
１．マスクを着用してください。
２．傍聴受付や議場及び委員会室入り口に設置されている消毒液で必ず手指の消毒をしてください。
３．発熱等風邪の症状のある方や、体調のすぐれない方は傍聴をお断りしています。
　　※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、傍聴を規制することがあります。
　また、本会議の模様は、インターネットで映像配信もしておりますのでご利用ください。

17 16

竜
洋
環
境
創
造
株
式
会
社
の
解
散

■問

　令和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
解
散
予
定
と
あ
っ
た
。
設
立
や

解
散
の
経
緯
と
理
由
、
評
価
は
。

答
　
平
成
10
年
に
第
三
セ
ク
タ
ー

と
し
て
、
昆
虫
公
園
な
ど
の
施
設

管
理
、
運
営
を
主
な
目
的
と
し
て

設
立
し
た
。
20
年
が
経
過
し
経
営

理
念
の
地
域
貢
献
を
達
成
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
会
社
の
解
散
を
決
定

し
た
。
評
価
は
、
来
場
者
数
の
増

加
な
ど
、
本
市
の
知
名
度
向
上
に

大
き
く
貢
献
し
た
と
考
え
て
い
る
。

 

■問

　解
散
の
場
合
の
市
の
関
与
、

対
応
と
進
め
方
、
職
員
の
処
遇
は
。

答
　解
散
手
続
は
会
社
が
主
体
的

に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
市

も
円
滑
な
解
散
に
向
け
て
連
携
を

し
て
い
く
。
職
員
の
処
遇
に
つ
い

て
は
、
継
続
雇
用
を
希
望
す
る
職

員
は
、
現
在
の
健
全
な
経
営
状
況

を
維
持
す
る
た
め
に
も
次
期
指
定

管
理
者
選
定
に
お
い
て
雇
用
を
絶

対
条
件
と
し
て
い
き
た
い
。

教
育
の
情
報
化
の
推
進

■問

　ＧギＩ
ＧガＡ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

概
要
と
市
の
考
え
方
や
対
応
は
。

答
　
構
想
の
目
的
は
、
日
々
の
教

育
活
動
の
中
で
１
人
１
台
端
末
の

使
用
環
境
を
つ
く
り
、
授
業
改
善

を
図
り
、
児
童
生
徒
の
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
こ
と
で
あ
る
。
国

は
校
内
の
高
速
・
大
容
量
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
の
補
助
、

令
和
５
年
ま
で
に
１
人
１
台
端
末

整
備
に
１
台
当
た
り
最
大
４
万
５

千
円
を
補
助
す
る
方
針
を
示
し
た
。

市
は
国
の
示
す
方
向
を
精
査
し
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

■問

　令和
５
年
度
を
目
途
に
全
国

学
力
学
習
調
査
の
出
題
・
解
答
を

パ
ソ
コ
ン
方
式
に
全
面
移
行
す
る

動
き
が
あ
る
。
市
の
基
本
的
な
考

え
方
や
対
応
等
は
。

答
　文
部
科
学
省
は
検
討
や
準
備

を
進
め
、
早
期
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。
本
市
で
も
児
童
生
徒
が
文

字
入
力
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
や

画
面
の
読
み
取
り
な
ど
の
情
報
活

用
能
力
を
育
成
し
対
応
し
て
い
く
。

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

■問

　女性
の
視
点
も
取
り
入
れ
た

避
難
所
運
営
へ
の
準
備
状
況
、
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
へ
の

反
映
状
況
を
伺
う
。

答
　
地
域
防
災
訓
練
で
女
性
が
避

難
所
で
過
ご
す
た
め
の
意
見
交
換

等
を
実
施
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
仮
設
ト
イ
レ

な
ど
女
性
の
視
点
で
配
慮
す
る
必

要
性
を
記
載
し
て
い
る
が
、
施
設

の
使
用
方
法
な
ど
課
題
は
多
い
と

認
識
し
て
い
る
。
具
体
に
は
こ
れ

か
ら
地
域
に
入
っ
て
い
ろ
い
ろ
検

討
し
て
い
き
た
い
。

■問

　避難
所
の
ペ
ッ
ト
に
関
す
る

ル
ー
ル
づ
く
り
と
取
扱
い
等
に
つ

い
て
周
知
の
状
況
を
伺
う
。

答
　
各
避
難
所
で
ペ
ッ
ト
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
て
い
る
が
、
居
住
性

や
ル
ー
ル
等
に
多
く
の
課
題
が
あ

る
。
ペ
ッ
ト
対
応
の
必
要
性
は
今

後
も
避
難
所
運
営
会
議
等
を
通
じ

て
地
域
に
周
知
し
、
一
緒
に
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

■問

　地域
防
災
力
向
上
に
対
す
る

現
状
や
課
題
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
本
市
の
重
点
項
目
を
示
し
、

地
域
で
自
主
的
な
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。
課
題
は
、
自
主
防
災
会

に
つ
い
て
、
自
家
用
車
移
送
が
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
事
実
上
認
め

ら
れ
た
。
地
域
支
え
合
い
制
度
の

幅
が
広
が
っ
た
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

答
　
事
業
の
実
施
ま
で
に
多
く
の

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
か

ら
要
望
が
あ
れ
ば
情
報
提
供
や
相

談
な
ど
必
要
な
支
援
は
行
っ
て
い

き
た
い
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
促
進

■問

　路線
バ
ス
に
変
わ
っ
て
地
域

の
足
と
し
て
の
一
部
を
補
完
で
き

て
も
全
て
を
補
完
す
る
こ
と
に
は

無
理
が
あ
る
と
思
う
が
考
え
は
。

答
　
路
線
バ
ス
の
全
て
を
補
完
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
の
最
低
限
の
移

動
手
段
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■問

　利用
者
の
要
望
な
ど
を
聞
き
、

改
善
対
応
を
行
う
機
会
、
改
定
時

期
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
路
線
ご
と
の
利
用
促
進
検
討

会
や
民
生
・
児
童
委
員
の
会
合
等

で
意
見
や
要
望
を
集
約
し
て
い
る
。

制
度
に
反
映
で
き
る
も
の
は
地
域

公
共
交
通
会
議
に
諮
り
随
時
改

定
し
て
い
る
。

長
の
多
く
が
１
年
の
任
期
で
、
継

続
的
な
積
み
上
げ
が
難
し
い
こ
と

で
あ
る
。
訓
練
や
啓
発
を
通
じ
て
、

地
域
の
防
災
組
織
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
市
民
活
動
団
体
と
地
域

を
繋
げ
、
現
状
や
課
題
を
共
有
で

き
る
環
境
を
支
援
し
て
い
く
。

 

子
ど
も
達
が
勉
強
以
外
で
の

輝
け
る
場

■問

　学校
行
事
や
競
技
会
、
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
の
考
え
方
を
伺
う
。

答
　
本
市
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
を
実
践
し
、
地
域
と
共
に

教
育
計
画
等
を
話
し
合
い
、
大

会
や
発
表
会
等
、
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
の
場
を
設
け
て
い
る
。
も

う
一
度
、
行
事
等
を
総
合
的
に
考

え
、
子
ど
も
の
た
め
に
最
善
を
尽

く
せ
る
方
策
を
地
域
と
学
校
が
話

し
合
っ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
。

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

■問

　路線
バ
ス
東
新
町
系
統
に
関

す
る
退
出
の
延
期
を
再
度
事
業
者

に
要
望
で
き
な
い
か
。

答
　継
続
的
に
運
行
事
業
者
を
訪

問
し
、
Ｊ
Ｒ
御
厨
駅
へ
の
乗
り
入

れ
も
含
め
た
運
行
継
続
の
要
望
を

重
ね
て
き
た
が
、
駅
開
業
後
の
大

幅
な
利
用
拡
大
は
見
込
め
な
い
と

の
判
断
か
ら
、
事
業
者
の
退
出
の

意
向
は
固
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。

■問

　磐田
新
駅
周
辺
に
お
け
る
自

主
運
行
バ
ス
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
バ

ス
、
地
域
協
働
バ
ス
等
の
検
討
は
。

答
　
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
維
持
・
拡
充
し
て
い
く
こ
と
が

最
優
先
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点

で
は
そ
う
し
た
移
動
手
段
は
考
え

て
い
な
い
。

 
■問

　高齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

磐田市の外郭団体について／磐田市の諸課題について

志政会 議員岡 實

一 問
一 答

磐田市地域公共交通網形成計画・デマンド型乗合タ
クシーについて

志政会 議員絹 村 和 弘

一 括
質 問

竜洋昆虫自然観察公園

ＪＲ御厨駅南口のロータリー

令和元年12月の
地域防災訓練の様子

磐田市の防災・減災対策の推進について／
新たな時代の学校教育について

志政会 議員秋 山 勝 則

一 問
一 答

　市議会をより身近に感じて
いただくため、フェイスブック
で市議会の活動を発信し、情報
をお届けしています。
　ぜひ、アクセスしてご覧くだ
さい。
URL：https://www.facebook.com/iwata.gikai

①



　平成31年4月から令和2年3月までの間に、市議会ご
意見ポストにお寄せいただいた市民の皆さまからのご
意見と回答の一部を紹介します。 

農業政策・北部振興策について 市議会だよりの
地域　　　　年号表記について　　　　北部地域（向笠、大藤、岩田）

に学府一体校ができる予定と聞きました。
しかし、農地から転用できない農業振興地
域が多く、宅地開発に伴う人口増加が見込
めません。いい学校を造っても児童生徒数
は減少していきます。また高齢化が進み、
耕作放棄地は増えていきます。売ることもで
きず、固定資産税を年金から払い続けるだ
けです。農業振興や保護は、農家には必要
ですが、廃業した家庭には負担しか残りま
せん。北部地域の振興策、農業政策をご
検討いただきたい。

　　　　北部地域の振興策と農業政策の２
点で回答させていただきます。
　１点目の北部地域の振興策は、人口減少
や高齢化社会対策の一環と捉え、人口維
持・雇用の創出・コミュニティの維持に重
点を置いています。人口維持は、使用しな
い土地等を分割し、分譲宅地としての活用
を支援しています。雇用の創出は、幹線道
路沿いを産業拠点に位置付け、民間の工場
や流通業務施設の誘導を図っています。コ
ミュニティの維持は、集落内は小規模なス
ーパーや金融機関等の日用品店舗の立地を
可能としています。
　２点目の農業政策は、農業者の高齢化に
よる耕作放棄地の増大は大きな課題と捉え
ています。そのため、担い手農業者への農
地集積や、管理に困っている農地所有者と、
経営拡大志向の農業者のマッチングなどを
進めています。所有されている農地の管理
についてお困りのことがございましたら、一
度農林水産課へご相談いただくこともよい
と考えます。今後も耕作放棄地の解消と発
生の抑制に取り組み、農地の有効利用が図
られるよう注視してまいります。

　　　　市議会だよりの年号表記が西暦の
みとなっています。次号からの「いわた羅
針盤」をはじめ、磐田市が発行する公文書・
広報紙での年号表記は元号で願います。

　　　　市議会だよりの年号表記について
は、元号の使用を義務付ける法令は無いも
のの慣行的にこれまでは、基本的には和暦
で表示していました。
　しかし、このたびの改元に伴い５月１日発
行のNo.70 号につきましては、改元の施行
日前に編集作業を行うことや、配布の関係
で４月中に届けられる家庭もあることから、
年号表記について広報広聴委員会で協議を
行いました。
　その結果、今後は表紙の発行日の年号
表記については西暦で表記し、裏表紙の左
隅以外の部分については従来どおり和暦を
用いることといたしました。

2

3

2
6

27

20
シニアクラブ磐田市と
意見交換会を実施

議会報告会の実施報告書の
提出

岩田小学校6年生の児童が
議会見学に来ました

　民生教育委員会はシニアクラブ磐田市と意
見交換会を行いました。シニアクラブから会
の状況や、活動等の現状を報告いただくとと
もに、懇談を通じ、活動に対するお互いの理
解を深めました。

　議長から市長へ、議会報告会で市民の皆様
から頂いた御意見を集約し、報告書を提出し
ました。

　岩田小学校６年生の児童 21 名が、社会科
教育の一環で、定例会初日に議会の見学を行
いました。真剣なまなざしで議会を傍聴して
いました。

2
20
バリアフリー化された議場で本会議が行われました
　議場フロア改修工事により、議場内をバリアフリー化し、議員や傍聴者が車椅子で円滑に移動
できるようになりました。

傍聴席からの議場の様子 議場内のスロープ 車いす対応の傍聴席

議会にご意見をお寄せください
　市民の皆様の声をお聞
きするための「ご意見ポス
ト」は、本庁舎 1 階と5
階に設置しています。
　また、議会ホームページ
のメールフォームを利用で
きます。

左記２次元コードを読み込むと
専用フォームのページに移動し
ます。また、パソコンやスマー
トフォン等から入力も可能です。

19 18

②

セブンイレブンに議会だよりを
配架しております
　市と包括協定を締結したセブンイレブンと
連携し、幅広い年代の店舗利用者にも市議会
の活動等を知っていただくため、
市内各店舗にて、磐田市
議会だより「いわた羅針
盤」を配架しております。



日 月 火 水 木 金 土
5/3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

会派名
件　名  

志政会
12人(※)

新磐田
４人

きずなの会
４人

日本共産党
磐田市議団
２人

公明党
磐　田
２人

社民・明るい
暮らしの会
1人

結果

２年度一般会計予算
（修正案） ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

２年度一般会計予算
（修正部分を除く原案） ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

２年度後期高齢者医療
事業特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

　新型コロナウイルスの真の恐怖は疾病等
ばかりではなく、市民生活に対する影響も
とても大きいものがあります。国の支援を
待つばかりでなくお互いに助け合いそれぞ

れで出来る事を探す機会ではないでしょうか。
　議会としても皆様と力を合わせてこの難局を乗り
切って行きたいと考えていますので、市民皆様の声を
是非ともお寄せ下さい。                            （鈴木正人）

磐
田
市
議
会
だ
よ
り
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月 臨 時 会 の 予 定5
（5月18日～5月25日）

※いずれも午前10時から
日程は変更する場合もあります。
聴覚障がい者の皆様の議会傍聴のため、手話通訳者や要約筆記者
の派遣等を行っています。ご希望の方は、事前に議会事務局（電話
０５３８－３７－４８２２、ファックス０５３８－３７－４８４５）までお
問い合わせください。

※前号の特集「民生委員・児童委員の活動」の役職名は、取材日時点の役職
　を表記しておりますことをご了承ください。

次回は7月1日発行予定です。 【広報広聴委員会】
■委 員 長：高梨俊弘　　■副委員長：小柳貴臣
■委　　員：秋山勝則、江塚　学、鈴木正人、加藤文重、寺田辰蔵

　磐田農業高校に入学してから、植物に興味を
持つようになりました。この作品は朝日を受け
たバラの花を逆光で撮影するとどのようにな
るか試したときに撮れた一枚です。偶然にも花
の間から朝日が漏れて、素敵な瞬間を撮ること
ができました。
（磐田農高バラ園の一般公開について、２年度
は新型コロナウイルス感染拡大防止により中
止します。）

表紙の写真 静岡県立磐田農業高等学校　3年生
　　　写真部

■全会一致により可決・同意された議案
⑴ 元年度一般会計補正予算（第７号）
⑵ 　〃　一般会計補正予算（第８号）
⑶ 　〃　国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
⑷ 　〃　後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
⑸ 　〃　病院事業会計補正予算（第１号）
⑹ ２年度駐車場事業特別会計予算
⑺ 　〃　国民健康保険事業特別会計予算
⑻ 　〃　介護保険事業特別会計予算
⑼ 　〃　広瀬財産区特別会計予算
⑽ 　〃　岩室財産区特別会計予算
⑾ 　〃　虫生財産区特別会計予算
⑿ 　〃　万瀬財産区特別会計予算
⒀ 　〃　水道事業会計予算
⒁ 　〃　下水道事業会計予算
⒂ 　〃　病院事業会計予算
⒃ 自然環境等と再生可能エネルギー発電事業との調和に
関する条例の制定

⒄ 市議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公営に
関する条例の一部改正

⒅ 監査委員に関する条例等の一部改正
⒆ 職員の育児休業等に関する条例の一部改正
⒇ 市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に
関する条例の一部改正

■その他　⑴　 閉会中の継続調査　　　⑵　 市議会議員の派遣

21 証人等の実費弁償に関する条例の一部改正
22 職員の給与に関する条例の一部改正
23 印鑑条例の一部改正
24 情報館条例の一部改正
25 手数料条例の一部改正
26 国民健康保険税条例の一部改正
27 市立保育園条例の一部改正
28 磐田都市計画鎌田第一地区計画の区域内における建築
物の制限に関する条例の一部改正

29 市営住宅条例の一部改正
30 再開発住宅条例の一部改正
31 農業集落排水処理施設条例の一部改正
32 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正

33 小中一貫教育の推進等に係る市費負担教員の任用等に
関する条例等の一部改正

34 消防長及び消防署長の資格を定める条例の一部改正
35 磐田市と袋井市との間の湛水防除事業の事務委託に関
する規約の変更

36 財産の譲渡
37 市道の路線認定
38 新駅設置等工事及び造営工事委託に関する協定の変更
39 元年度一般会計補正予算（第９号）
40 人権擁護委員の候補者推薦の同意

本会議
（採決）

本会議
（議案上程ほか）

■意見の分かれた議案

※志政会の会派人数は 12人ですが、採決は寺田幹根議長を除いた 11人で行います。　　　　　  ○：賛成　×：反対
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